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4―9月

特
殊
鋼
2
社
、営
業
増
益

特
殊
鋼
2
社
、営
業
増
益

売
上
高
は
全
社
マ
イ
ナ
ス

販価下落響き両社減益
ステンレス一貫2社4―9月期ステンレス一貫2社4―9月期

経
常
益
20
％
減

建
機
向
け
不
調

三
菱
製
鋼

25
年
3
月
期
見
通
し

橋
本
総
業
Ｈ
Ｄ
過
去
最
高
益

黒
鉛
電
極
、太
物
移
行
進
む

東
海
カ
ー
ボ
ン
、細
物
の
生
産
終
了

エレベーター用
備蓄製品をＰＲ
防災グッズ展に出展

吉
川
金
属

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本

準
決
勝
に
進
出

日
本
選
手
権
大
会

ゴ
ル
フ
会
に
29
人

優
勝
は
高
鍋
氏

大
阪
特
殊
鋼
2
団
体

ゴ
ル
フ
会
開
く

伊
藤
氏
が
優
勝

大
ス
協

フ
ァ
ミ
リ
ー
運
動
会

6
年
ぶ
り
に
開
催

虹
技
、450
人
参
加

ト
ラ
ン
プ
氏
当
確

日
米
同
盟
強
固
に

名
商
の
嶋
尾
会
頭

グ
ル
ー
プ
技
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

韓
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｈ
Ｄ

ユ
ー
ロ
建
て
転
換

社
債
の
価
額
調
整

神
戸
製
鋼

4
―
9
月
業
績

4
―
9
月
業
績

売
上
高
・
営
業
益

過
去
最
高
を
更
新

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
本
社

特
殊
鋼
専
業
メ
ー
カ
ー
5
社
の
2
0
2
4
年
4
―
9
月
期
決
算
（
連
結
ベ
ー

ス
）
が
7
日
に
出
そ
ろ
っ
た
。
4
―
9
月
期
は
自
動
車
、
建
設
機
械
の
主
力
需

要
分
野
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
低
迷
し
た
結
果
、
売
上
数
量
が
減
少
し
て
損
益
に
マ

イ
ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
前
年
同
期
比
で
営
業
損
益
ベ
ー
ス
は
、
原
燃
料
な

ど
の
市
況
下
落
効
果
や
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
の
販
売
増
で
大
同
特
殊
鋼
、
ま
た
売

価
改
善
や
精
密
ば
ね
部
品
の
大
型
案
件
の
量
産
開
始
な
ど
で
三
菱
製
鋼
は
増

益
。
山
陽
特
殊
製
鋼
と
愛
知
製
鋼
が
減
益
と
な
り
、
日
本
高
周
波
鋼
業
は
損
失

幅
が
縮
小
し
た
も
の
の
、
2
期
連
続
で
赤
字
と
な
っ
た
。

4
―
9
月
期
に
お
い

て
、
自
動
車
分
野
は
中
国

の
経
済
停
滞
に
伴
う
販
売

不
振
や
、
認
証
不
正
問
題

に
伴
う
生
産
減
少
な
ど
で

停
滞
。
建
設
機
械
分
野
に

つ
い
て
は
需
要
が
低
迷

し
、
中
小
型
タ
イ
プ
を
主

体
に
生
産
調
整
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
場
面
が
み
ら

れ
、
産
業
機
械
と
工
作
機

械
の
両
分
野
に
つ
い
て
は

一
部
の
半
導
体
関
連
で
引

き
合
い
が
回
復
し
た
も
の

の
、
中
国
経
済
停
滞
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
。
そ

の
結
果
、
売
上
高
は
5
社

全
社
で
減
収
と
な
っ
た
。

足
元
の
特
殊
鋼
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
自
動
車
分
野
、
半

導
体
関
連
な
ど
一
部
の
産

業
機
械
分
野
で
需
要
が
持

ち
直
す
動
き
が
見
ら
れ

る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
け
る
在
庫
調
整
の
進

展
で
、
特
殊
鋼
流
通
に
よ

る
引
き
取
り
量
も
増
え
つ

つ
あ
る
。
た
だ
、
建
機
な

ど
は
市
場
回
復
の
遅
れ
が

み
ら
れ
る
。

25
年
3
月
期
の
通
期
連

結
業
績
予
想
は
4
―
9
月

期
決
算
の
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
5
社
全
社
が
前

回
か
ら
修
正
。
大
同
特
殊

鋼
、
日
本
高
周
波
鋼
業
は

売
上
高
と
利
益
を
下
方
修

正
。
山
陽
特
殊
製
鋼
と
三

菱
製
鋼
は
売
上
高
を
下
方

修
正
し
、
営
業
利
益
を
上

方
修
正
し
た
。
愛
知
製
鋼

は
利
益
を
上
方
修
正
し
て

い
る
。

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
、
日
本
冶
金
工
業
の
ス
テ
ン

レ
ス
専
業
一
貫
メ
ー
カ
ー
2
社
は
、
2
0
2
4
年

4
―
9
月
期
決
算
で
と
も
に
減
収
減
益
と
な
っ

た
。
ス
テ
ン
レ
ス
の
出
荷
量
（
販
売
量
）
は
前
年

同
期
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
販
売
価
格
の
下
落
が

収
益
を
押
し
下
げ
た
。
こ
れ
に
加
え
日
鉄
ス
テ
ン

レ
ス
は
、
コ
ス
ト
増
や
山
口
製
造
所
周
南
エ
リ
ア

で
発
生
し
た
操
業
ト
ラ
ブ
ル
が
、
日
本
冶
金
工
業

は
、
在
庫
評
価
損
の
計
上
が
影
響
し
た
。

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
が
7

日
に
発
表
し
た
単
独
業
績

は
、
営
業
利
益
が
前
年
同

期
比
30
・
6
％
減
の
1
0

6
億
6
4
0
0
万
円
、
経

常
利
益
は
39
・
0
％
減
の

97
億
7
5
0
0
万
円
。
在

庫
評
価
益
を
計
上
し
て
い

る
。出

荷
量
は
0
・
9
％
増

（
4
0
0
0
㌧
増
）
の
46

万
3
0
0
0
㌧
。
鋼
材
の

平
均
価
格
は
ト
ン
2
万
8

0
0
0
円
下
降
の
45
万
6

0
0
0
円
。
受
注
は
全
品

種
で
増
加
し
た
も
の
の
、

9
月
に
発
生
し
た
台
風
の

影
響
で
出
荷
量
と
の
差
が

生
じ
た
。

Ｒ
Ｏ
Ｓ
は
2
・
6
㌽
下

降
の
4
・
6
％
、
Ｒ
Ｏ
Ａ

は
4
・
2
㌽
下
降
の
5
・

7
％
、
自
己
資
本
比
率
は

0
・
1
㌽
上
昇
の
66
・
9

％
、
Ｄ
／
Ｅ
レ
シ
オ
は
0

・
02
㌽
低
下
の
0
・
06
倍
。

同
社
は
、
下
期
の
出
荷

量
に
つ
い
て
、
前
年
同
期

や
上
期
を
上
回
る
と
見
込

む
。
人
手
不
足
の
影
響
で

建
築
な
ど
の
需
要
に
力
強

さ
は
見
ら
れ
ず
、
輸
入
材

の
高
水
準
の
入
着
を
含
め

国
内
外
で
先
行
き
不
透
明

な
要
素
は
多
い
。
一
方
で

ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
向
け

は
好
調
で
、
今
後
は
半
導

体
関
連
需
要
の
回
復
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス

は
、
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
日
本
製
鉄
と
の

合
併
に
つ
い
て
「
今

下
期
中
に
新
し
い
体

制
へ
の
移
行
を
円
滑

に
進
め
る
こ
と
へ
注

力
し
、
一
体
と
な
っ

て
強
力
に
諸
施
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。

日
本
製
鉄
の
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
事
業
と
し

て
、
コ
ス
ト
競
争
力

の
強
化
、
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
製
品
に
よ
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
て
い
く
」
と
す

る
。日

本
冶
金
工
業
が
発
表

し
た
連
結
業
績
は
、
営
業

利
益
が
前
年
同
期
比
33
・

8
％
減
の
85
億
4
3
0
0

万
円
、
経
常
利
益
は
35
・

5
％
減
の
82
億
9
8
0
0

万
円
。

営
業
利
益
の
変
動
要
因

は
、
高
機
能
材
の
販
売
価

格
下
落
で
79
億
円
、
一
般

材
の
価
格
下
落
で
49
億
円

が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な

り
、
原
料
コ
ス
ト
で
64
億

円
、
一
般
材
販
売
増
で
26

億
円
、
高
機
能
材
販
売
増

の
2
億
円
、
販
管
費
を
含

む
そ
の
他
コ
ス
ト
で
8
億

円
、
関
係
会
社
な
ど
9
億

円
が
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
要

因
。
差
し
引
き
19
億
円
の

減
益
と
な
り
、
加
え
て
在

庫
評
価
損
と
し
て
11
億
円

を
計
上
し
た
。

部
門
別
の
単
体
販
売
量

は
、
販
売
量
は
高
機
能
材

が
横
ば
い
の
2
万
㌧
、
一

般
材
は
1
万
3
0
0
0
㌧

増
の
7
万
5
0
0
0
㌧
。

単
価
は
高
機
能
材
が
ト
ン

41
万
3
0
0
0
円
下
落
の

1
7
1
万
円
、
一
般
材
は

6
万
8
0
0
0
円
下
落
の

ト
ン
55
万
4
0
0
0
円
。

三
菱
製
鋼
が
7
日
に
発

表
し
た
2
0
2
4
年
4
―

9
月
期
連
結
決
算
は
売
上

高
が
前
年
同
期
比
7
％
減

と
な
り
、
営
業
利
益
は
同

10
・
1
％
増
、
経
常
利
益

は
同
19
・
7
％
減
、
純
利

益
は
同
96
・
5
％
減
と
な

っ
た
。
建
設
機
械
向
け
や

自
動
車
向
け
な
ど
の
売
り

上
げ
数
量
が
減
少
し
、
減

収
。
売
価
改
善
や
精
密
ば

ね
部
品
の
大
型
案
件
の
量

産
開
始
な
ど
で
営
業
利
益

が
増
益
に
な
っ
た
も
の

の
、
為
替
差
損
や
ド
イ
ツ

ば
ね
事
業
撤
退
に
よ
る
特

別
損
失
計
上
で
経
常
利
益

と
純
利
益
は
減
益
と
な
っ

た
。特

殊
鋼
鋼
材
事
業
は
、

売
上
高
が
同
13
・
1
％
減

の
4
1
1
億
2
9
0
0
万

円
と
な
り
、
営
業
利
益
は

同
2
・
2
％
減
の
18
億
5

8
0
0
万
円
と
な
っ
た
。

ば
ね
事
業
は
売
上
高
が
同

4
％
減
の
3
3
5
億
7
7

0
0
万
円
。
営
業
利
益
は

44
・
2
％
増
の
6
億
4
3

0
0
万
円
。
素
形
材
事
業

は
売
上
高
が
同
3
％
増
の

46
億
1
2
0
0
万
円
。
営

業
利
益
は
同
29
％
増
の
2

億
5
5
0
0
万
円
。

ま
た
、
4
―
9
月
期
に

お
け
る
特
殊
鋼
鋼
材
事
業

の
販
売
数
量
（
内
販
を
含

む
）
は
前
年
同
期
比
約
14

・
8
％
、
約
2
万
9
0
0

0
㌧
減
の
約
16
万
7
0
0

0
㌧
と
な
っ
た
。

25
年
3
月
期
の
通
期
連

結
業
績
予
想
は
前
回
予
想

か
ら
売
上
高
が
1
0
0
億

円
下
方
修
正
。
営
業
利
益

は
12
億
円
、
経
常
利
益
は

7
億
円
、
当
期
純
利
益
は

3
億
円
そ
れ
ぞ
れ
上
方
修

正
し
た
。
特
殊
鋼
鋼
材
や

ば
ね
事
業
に
お
け
る
需
要

減
な
ど
で
売
り
上
げ
が
減

り
、
想
定
を
上
回
る
マ
ー

ジ
ン
改
善
で
営
業
利
益
が

増
え
る
と
予
想
。
1
株
あ

た
り
の
期
末
配
当
予
想
を

34
円
（
前
期
は
35
円
）
と

前
回
予
想
か
ら
4
円
増
や

し
、
年
間
配
当
金
を
64
円

（
同
60
円
）に
修
正
し
た
。

橋
本
総
業
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
6
日
、
都
内
の

本
社
で
2
0
2
5
年
3
月

期
半
期
決
算
報
告
会
を
開

催
し
た
。
24
年
4
―
9
月

期
連
結
決
算
で
は
増
収
増

益
と
な
り
、
通
期
で
は
売

上
高
1
6
0
0
億
円
、
経

常
利
益
35
億
円
の
目
標
を

超
え
、
と
も
に
過
去
最
高

を
更
新
す
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
1
株
当
た
り
の
配

当
金
に
つ
い
て
も
中
間
24

円
（
前
期
実
績
21
円
）、期

末
24
円
（
同
21
円
）、年
間

48
円
と
前
期
比
6
円
増
配

を
目
指
す
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
阪

田
貞
一
副
社
長
は
「
空
調

機
器
関
連
が
好
調
に
推
移

し
た
。
総
資
産
も
半
期
で

初
め
て
1
0
0
0
億
円
を

超
え
、
自
己
資
本
比
率
は

通
期
で
40
％
を
超
え
て
く

る
」
と
好
決
算
を
振
り
返

っ
た
。
同
社
は
全
国
拠
点

の
フ
ル
カ
バ
ー
を
目
指

し
、
新
た
に
13
拠
点
を
加

え
、
2
拠
点
を
移
転
す
る

な
ど
で
地
域
密
着
型
経
営

を
目
指
す
。

橋
本
政
昭
社
長
は
管
工

機
材
業
界
の
課
題
に
つ
い

て
「
転
機
の
時
代
に
入
っ

た
。
来
年
4
月
に
は
省
エ

ネ
法
や
建
築
基
準
法
改
正

が
あ
り
、
4
号
特
例
廃
止

で
新
制
度
に
な
る
。
注
文

住
宅
も
減
少
し
、
公
共
工

事
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
原
則
適

用
な
ど
大
き
く
変
わ
る
。

当
社
と
し
て
は
設
計
分
野

を
強
化
し
て
い
く
」
と
語

り
、
設
計
事
務
所
と
業
務

提
携
な
ど
を
視
野
に
進
め

る
考
え
を
示
し
た
。

東
海
カ
ー
ボ
ン
の
長
坂

一
社
長
は
7
日
の
決
算
説

明
会
で
、
再
構
築
を
進
め

て
い
る
黒
鉛
電
極
の
生
産

体
制
に
つ
い
て
「
本
年
9

月
に
細
物
サ
イ
ズ
の
生
産

を
終
了
し
た
」
と
話
し
、

付
加
価
値
の
高
い
太
物
へ

の
シ
フ
ト
は
予
定
通
り
進

ん
で
い
る
と
し
た
。
5
月

に
12
㌅
以
下
の
細
物
電
極

の
生
産
終
了
を
発
表
し
、

大
口
径
品
や
高
品
質
な
黒

鉛
電
極
に
注
力
す
る
考
え

を
示
し
て
い
た
。

国
内
の
生
産
拠
点
2
カ

所
の
う
ち
、
2
0
2
5
年

7
月
に
滋
賀
工
場
の
生
産

を
終
了
し
、
防
府
工
場
に

集
約
す
る
。
年
産
能
力
は

従
来
の
2
万
6
0
0
0
㌧

か
ら
1
万
2
0
0
0
㌧
に

減
る
。「
来
年
7
月
の
予
定

を
前
倒
し
で
き
る
」（
同
）

と
み
て
お
り
、
特
別
損
失

の
額
を
精
査
し
て
い
る
と

話
し
た
。

海
外
は
ド
イ
ツ
に
あ
る

欧
州
拠
点
で
来
年
7
月
ま

で
に
年
産
能
力
を
3
万
㌧

か
ら
2
万
㌧
に
引
き
下
げ

る
計
画
で
、
長
坂
社
長
は

「
3
割
削
減
の
体
制
に
入

り
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
。

欧
州
経
済
は
今
後
も
厳
し

さ
が
予
想
さ
れ
、
構
造
改

革
を
徹
底
す
る
。
年
産
能

力
4
万
㌧
の
北
米
拠
点
に

変
更
は
な
い
。

7
―
9
月
の
黒
鉛
電
極

の
販
売
数
量
は
1
万
6
0

0
0
㌧
弱
だ
っ
た
。
1
―

9
月
累
計
で
は
前
年
同
期

比
8
％
減
の
4
万
5
0
0

0
㌧
弱
。
粗
鋼
生
産
が
総

じ
て
低
調
に
推
移
し
た
ほ

か
、
中
国
や
イ
ン
ド
メ
ー

カ
ー
の
低
価
格
品
が
流
入

し
、
販
売
数
量
や
売
価
が

低
下
し
た
。

今
後
の
需
要
回
復
が
不

透
明
な
こ
と
に
加
え
、
現

時
点
で
同
業
他
社
と
比
べ

売
価
レ
ベ
ル
が
15
％
程
度

高
い
と
前
置
き
し
つ
つ
、

「
減
産
や
工
場
閉
鎖
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
シ
ェ
ア

を
失
っ
て
で
も
値
上
げ
せ

ざ
る
を
得
な
い
」（
同
）
と

収
益
改
善
を
進
め
る
。

国
が
中
国
製
黒
鉛
電
極

の
輸
入
に
対
す
る
不
当
廉

売
関
税
課
税
に
関
す
る
ア

ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ（
Ａ
Ｄ
）

の
調
査
を
進
め
て
い
る
こ

と
に
関
し
て
、「
1
0
0
％

成
立
す
る
」
と
自
信
を
示

し
、
顧
客
が
安
価
な
イ
ン

ド
品
に
シ
フ
ト
し
た
場
合

イ
ン
ド
製
黒
鉛
電
極
に
対

す
る
Ａ
Ｄ
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
硬
式
野
球

部
が
2
0
1
9
年
の
都
市
対

抗
野
球
で
初
優
勝
を
果
た
し

た
際
の
主
将
で
、
昨
年
現
役

を
引
退
し
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
の

鳥
巣
誉
議
さ
ん
が
6
日
、
横

浜
市
内
で
母
校
の
久
留
米
商

業
高
校
の
生
徒
ら
と
交
流

し
、
自
身
が
学
生
、
社
会
人

と
白
球
を
追
い
か
け
て
き
た

中
で
得
た
経
験
を
伝
え
た
。

鳥
巣
さ
ん
は
生
徒
ら
に
「
自

分
の
可
能
性
を
自
分
で
閉
ざ

さ
な
い
こ
と
が
大
事
」
と
語

り
か
け
、
夢
を
追
い
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

修
学
旅
行
で
関
東
を
訪
れ

た
久
留
米
商
の
2
年
生
約
2

3
0
人
と
同
校
同
窓
会
東
京

支
部
と
の
交
流
会
が
横
浜
市

の
か
な
が
わ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
関
東
で
活
躍
す

る
卒
業
生
の
一
人
と
し
て

1
1
6
回
生
の
鳥
巣
さ
ん

が
登
壇
し
た
。
鳥
巣
さ
ん

は
久
留
米
市
出
身
の
29

歳
。小
2
で
野
球
を
始
め
、

高
3
春
に
九
州
大
会
を
制

覇
。
上
武
大
で
は
1
年
春

か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
、
2

年
秋
に
首
位
打
者
を
獲

得
。
4
年
時
に
は
主
将
を
務

め
た
。

そ
の
統
率
力
を
買
わ
れ
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
で
は
入
団
2

年
目
で
主
将
に
抜
擢
。
そ
の

年
に
開
催
さ
れ
た
都
市
対
抗

野
球
で
チ
ー
ム
を
初
優
勝
に

導
い
た
。
昨
年
限
り
で
選
手

生
活
に
区
切
り
を
付
け
、
今

年
1
月
か
ら
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
の

薄
板
部
第
一
薄
板
室
に
配
属

さ
れ
て
い
る
。

壇
上
で
高
校
卒
業
後
の
進

路
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、

「
自
分
は
大
学
の
こ
と
も
社

会
人
野
球
の
こ
と
も
知
識
が

な
い
状
態
で
進
路
を
選
ん

だ
。
結
果
的
に
は
良
か
っ
た

が
、
今
の
う
ち
か
ら
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
し

て
お
い
た
方
が
い
い
」
と
生

徒
ら
に
助
言
を
送
っ
た
。

幼
い
頃
か
ら
プ
ロ
野
球
選

手
を
目
指
し
、
野
球
漬
け
の

日
々
を
送
っ
て
き
た
が
、
高

校
や
大
学
の
後
輩
た
ち
が
プ

ロ
野
球
の
世
界
に
進
む
姿
を

見
て
「
も
っ
と
こ
う
し
て
お

け
ば
良
か
っ
た
」
と
心
残
り

も
あ
る
と
明
か
し
た
。
そ
れ

で
も
野
球
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
「
野
球
が
好
き
だ
っ

た
か
ら
」
と
述
べ
、
生
徒
か

ら
の
「
夢
を
追
い
か
け
て
い

て
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と

の
質
問
に
対
し
て
は
「
目
指

し
た
い
こ
と
が
自
分
の
好
き

な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
最
後
ま

で
挑
戦
し
て
い
い
と
思
う
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

ス
テ
ン
レ
ス
流
通
加
工

の
吉
川
金
属
（
本
社
＝
新

潟
県
燕
市
、吉
川
力
社
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
東
京
・
有

楽
町
の
東
京
交
通
会
館
で

開
催
さ
れ
た
「
防
災
グ
ッ

ズ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
初
出
展

し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
用
防

災
用
品
備
蓄
製
品
「
防
災

キ
ャ
ビ
」
を
展
示
し
た
。

防
災
グ
ッ
ズ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

は
、
非
常
食
や
災
害
時
に

必
要
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

が
並
ぶ
展
示
会
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
用
防
災
用
品
備
蓄

製
品
の
展
示
は
吉
川
金
属

の
み
だ
っ
た
。

同
社
の
防
災
キ
ャ
ビ

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の

角
に
設
置
す
る
「
コ
ー
ナ

ー
タ
イ
プ
」
や
、
壁
に
取

り
付
け
る
「
薄
型
タ
イ

プ
」、天
板
部
分
が
ク
ッ
シ

ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
「
座

れ
る
タ
イ
プ
」
の
3
種
類

を
用
意
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
に
設
置
で
き
る
ほ
か
、

備
蓄
で
き
る
量
も
コ
ー
ナ

ー
タ
イ
プ
と
座
れ
る
タ
イ

プ
で
異
な
る
。
扉
に
付
い

て
い
る
ボ
タ
ン
を
押
す
こ

と
で
、
中
身
を
取
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

筐
体
部
分
は
日
鉄
ス
テ

ン
レ
ス
の
高
純
度
フ
ェ
ラ

イ
ト
系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

「
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
1
8
0
」を
採

用
し
、
吉
川
金
属
グ
ル
ー

プ
で
加
工
を
手
掛
け
る
。

第
49
回
社
会
人
野
球
日

本
選
手
権
大
会
の
準
々
決

勝
第
1
試
合
が
7
日
、
京

セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
開
催

さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
が

Ｊ
Ｒ
東
海
に
3
―
0
で
勝

ち
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

ベ
ス
ト
4
入
り
は
準
優
勝

し
た
第
44
回
大
会
以
来
5

大
会
ぶ
り
。

試
合
は
同
社
グ
ル
ー
プ

か
ら
1
8
0
0
人
が
応
援

に
駆
け
付
け
、
2
回
表
に

土
井
が
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
打
っ
て
先
制
。
3
回
表

に
は
4
番
綿
屋
が
二
塁
打

を
打
ち
、
出
塁
し
て
い
た

鳥
井
が
ホ
ー
ム
に
帰
還
。

さ
ら
に
6
回
表
2
死
二
塁

で
上
西
が
3
点
目
に
つ
な

が
る
二
塁
打
を
打
っ
た
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
大
石
は
3
回

ま
で
無
失
点
の
好
投
を
見

せ
、
4
回
以
降
も
津
山
が

無
失
点
に
抑
え
た
。

試
合
後
、
堀
澤
輝
雄
専

務
執
行
役
員
は
「
宣
言
し

て
い
た
ベ
ス
ト
4
入
り
を

選
手
が
き
っ
ち
り
勝
ち
取

っ
て
く
れ
た
。
も
う
少
し

で
決
勝
。
大
き
な
声
援
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
た
。

全
日
本
特
殊
鋼
流
通
協

会
大
阪
支
部
と
特
殊
鋼
倶

楽
部
大
阪
支
部
は
こ
の
ほ

ど
、
鳴
尾
ゴ
ル
フ
俱
楽
部

（
兵
庫
県
川
西
市
）
で
第

20
回
関
西
特
殊
鋼
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
た
。
初
参

加
4
人
を
含
む
29
人
が
参

加
し
、
親
睦
を
深
め
た
。

雨
予
報
だ
っ
た
た
め
、

急
遽
18
ホ
ー
ル
ス
ル
ー
プ

レ
ー
に
変
更
。
最
後
ま
で

天
気
は
崩
れ
る
こ
と
な
く

全
組
が
最
後
ま
で
プ
レ
ー

で
き
た
。
優
勝
を
飾
っ
た

の
は
、
伸
光
製
作
所
の
高

鍋
典
義
社
長（
ア
ウ
ト
38
、

イ
ン
43
、
グ
ロ
ス
81
、
ネ

ッ
ト
68
・
6
）
で
、
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
賞
も
獲
得
し

た
。プ

レ
ー
後
の
懇
親
会
・

表
彰
式
で
は
、
全
特
協
の

古
池
晃
支
部
長
（
古
池
鋼

業
社
長
）
が
「
10
―
12
月

は
今
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
な
の

で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加

し
交
流
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
後
、
古
池
支
部
長
か

ら
各
賞
が
授
与
さ
れ
、
特

殊
鋼
倶
楽
部
の
小
倉
智
彦

支
部
長
（
山
陽
特
殊
製
鋼

執
行
役
員
大
阪
支
店
長)

の
中
締
め
で
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

大
阪
ス
テ
ン
レ
ス
流
通

協
会
（
理
事
長
＝
青
山
雅

雄
・
ス
チ
ー
ル
社
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
宝
塚
ゴ
ル
フ

倶
楽
部（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

で
第
1
1
0
回
Ｏ
Ｓ
Ｇ
ゴ

ル
フ
会
を
開
催
し
た
。
好

天
の
秋
空
の
下
、
初
参
加

4
人
を
含
む
43
人
が
親
睦

を
深
め
た
。

優
勝
を
飾
っ
た
の
は
、

伊
藤
ス
テ
ン
レ
ス
の
伊
藤

誠
悟
社
長
（
ア
ウ
ト
46
、

イ
ン
45
、
グ
ロ
ス
91
、
ネ

ッ
ト
69
）
で
、
準
優
勝
は

小
田
鋼
機
の
小
田
昌
宏
会

長（
ア
ウ
ト
44
、
イ
ン
45
、

グ
ロ
ス
89
、
ネ
ッ
ト
69
・

4
）
だ
っ
た
。
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
賞
は
、
豫
洲
短
板
産

業
の
森
晋
吾
社
長
（
ア
ウ

ト
40
、
イ
ン
40
、
グ
ロ
ス

80
、
ネ
ッ
ト
73
・
6
）
が

獲
得
し
た
。

プ
レ
ー
後
の
懇
親
会
・

表
彰
式
で
福
利
厚
生
委
員

長
の
赤
路
博
次
・
ト
ー
ス

テ
社
長
は
「
足
元
の
状
況

は
海
外
材
の
流
入
な
ど
で

厳
し
い
が
、
今
日
の
ゴ
ル

フ
会
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
協
会
活
動
で
親
睦
を
深

め
、
ス
テ
ン
レ
ス
業
界
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

虹
技
は
3
日
、
日
本
触

媒
浜
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
兵

庫
県
姫
路
市
）
で
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
2
0
2
4
を
開
催

し
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の
役

員
や
従
業
員
と
そ
の
家
族

な
ど
4
5
0
人
が
参
加
し

た
。同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

2
0
1
8
年
以
来
6
年
ぶ

り
の
開
催
で
、
大
会
テ
ー

マ
に
「
溶
か
そ
う
人
と
人

と
の
壁
、
固
め
よ
う
人
と

人
と
の
絆
」
を
掲
げ
、
6

チ
ー
ム
が
9
種
目
を
競
っ

た
。
今
年
1
月
に
同
社
グ

ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
小
口

合
金
鋳
造
所
の
従
業
員
と

そ
の
家
族
も
埼
玉
県
か
ら

参
加
し
、交
流
を
図
っ
た
。

名
古
屋
商
工
会
議
所
の

嶋
尾
正
会
頭
（
大
同
特
殊

鋼
相
談
役
）
は
7
日
、
米

国
大
統
領
選
挙
で
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
選

が
確
実
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
コ
メ
ン
ト
を
発
表

し
た
。

嶋
尾
会
頭
は
、「
当
地
は

自
動
車
産
業
ほ
か
輸
出
型

企
業
が
多
く
立
地
し
て
お

り
、
今
後
の
経
済
発
展
持

続
に
は
中
長
期
的
な
視
野

で
の
貿
易
や
海
外
へ
の
投

資
、
企
業
進
出
な
ど
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
の
認

識
を
前
提
に
、
ト
ラ
ン
プ

氏
に
対
し
「
世
界
の
平
和

と
安
定
に

向
け
た
強

力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ

プ
の
発
揮

と
と
も
に
、
日
米
同
盟
を

よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、

円
滑
な
政
権
移
行
を
期
待

す
る
。
国
際
社
会
と
協
調

し
な
が
ら
世
界
的
な
社
会

課
題
の
解
決
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
現
在
の
良
好

な
日
米
関
係
が
ト
ラ
ン
プ

新
政
権
下
で
も
維
持
さ

れ
、
両
国
が
一
層
発
展
す

る
こ
と
を
強
く
期
待
す

る
」と
の
期
待
を
示
し
た
。

韓
国
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
6

日
、
グ
ル
ー
プ
の
技
術
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
た
。
グ

ル
ー
プ
の
技
術
開
発
成
果

を
共
有
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
1
9
8
9
年
か
ら
36
回

目
を
迎
え
、
今
回
は
5
年

ぶ
り
に
対
面
で
開
い
た
。

鉄
鋼
、
二
次
電
池
素
材
な

ど
主
要
技
術
を
共
有
、
相

乗
効
果
を
引
き
出
す
。

張
仁
和
会
長
は
革
新
的

な
技
術
開
発
を
重
ね
て
き

た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
グ
ル
ー
プ

の
歴
史
に
触
れ
、
超
一
流

に
向
け
た
革
新
を
促
し

た
。
英
資
源
大
手
の
リ
オ

テ
ィ
ン
ト
の
サ
イ
モ
ン
・

フ
ァ
リ
ー
・
鉄
鋼
脱
炭
素

化
責
任
者
が
基
調
講
演
し

た
ほ
か
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
社

内
の
技
術
成
果
を
表
彰
し

た
。

7
日
に
か
け
て
、
26
の

技
術
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
技
術
課
題
の
解
決
を

議
論
。
水
素
還
元
製
鉄
技

術
の
ほ
か
二
次
電
池
原
料

の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
テ

ー
マ
に
解
決
策
を
探
っ

た
。

神
戸
製
鋼
所
は
7
日
、

2
0
2
8
年
満
期
と
30
年

満
期
の
ユ
ー
ロ
円
建
取
得

条
項
付
転
換
社
債
型
新
株

予
約
権
付
社
債
の
転
換
価

額
を
調
整
し
た
と
発
表
し

た
。
調
整
後
の
転
換
価
額

は
28
年
満
期
2
3
3
9
・

7
円
（
調
整
前
2
4
0
1

・
6
円
）、30
年
満
期
2
2

3
8
・
2
円
（
調
整
前
2

2
9
7
・
4
円
）。適
用
日

は
24
年
10
月
1
日
以
降
。

11
月
7
日
開
催
の
取
締
役

会
で
中
間
配
当
金
を
1
株

45
円
と
す
る
剰
余
金
配
当

案
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
も
の
。

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

増
収
増
益
。
売
上
高
と
営

業
利
益
が
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
国
内
産
業
ガ
ス

の
価
格
改
定
な
ど
が
進
展

し
た
。
セ
グ
メ
ン
ト
別
で

は
デ
ジ
タ
ル
ア
ン
ド
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
の
営
業
利
益

が
前
年
同
期
比
6
・
4
％

増
の
1
4
3
億
3
1
0
0

万
円
。
鉄
鋼
向
け
オ
ン
サ

イ
ト
ガ
ス
供
給
の
販
売
単

価
下
落
な
ど
で
減
収
と
な

っ
た
が
、
利
益
は
産
業
ガ

ス
の
価
格
改
定
が
進
ん
だ

ほ
か
拡
販
や
プ
ラ
ン
ト
稼

働
で
生
産
性
が
向
上
し
堅

調
に
推
移
し
た
。

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は

7
日
、
本
社
を
2
0
2
6

年
4
月
に
大
阪
市
北
区
の

う
め
き
た
2
期
地
区
開
発

事
業
「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン

大
阪
」
に
移
転
す
る
と
発

表
し
た
。

▽
所
在
地
＝
大
阪
市
北

区
大
深
町
5
―
54
グ
ラ
ン

グ
リ
ー
ン
大
阪
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
13
階

▽
拠
点
名
称
＝
エ
ア
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
本

社

ステンレス一貫メーカー2社決算
（単位 :100万円、上段は24年4―9月期、

中段は前年同期、下段は25年3月通期予想）
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

日鉄ステンレス
（単独）

211,144 10,664 9,775 7,269
222,433 15,373 16,018 10,945

― ― ― ―

日本冶金工業
（連結）

88,834 8,543 8,298 5,807
93,907 12,901 12,858 9,032
173,000 18,000 17,000 12,000

特殊鋼専業メーカー5社の2024年4―9月期決算
（単位 :100万円、中段 :前年同期、下段 :通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

大同特殊鋼
（ＩＦＲＳ）

283,439 18,258 19,608 12,152
287,235 17,695 18,973 11,757
580,000 40,000 42,500 28,000

山陽特殊製
鋼

168,423 3,102 2,631 1,533
185,250 7,319 7,813 5,235
342,000 13,200 13,000 9,500

愛知製鋼
（ＩＦＲＳ）

144,963 3,298 3,008 1,683
149,314 4,722 5,217 3,254
300,000 10,000 9,800 6,400

三菱製鋼
80,516 3,163 1,663 32
86,620 2,872 2,071 922
165,000 8,000 6,200 3,300

日本高周波
鋼業

18,179 ▼607 ▼579 ▼589
19,144 ▼656 ▼660 7,308
39,000 150 200 100

現
在
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
に
勤

務
す
る
鳥
巣
さ
ん

母校・久留米商生徒らと交流
元ＪＦＥ東日本野球部主将の鳥巣さん元ＪＦＥ東日本野球部主将の鳥巣さん

「
自
分
の
可
能
性
信
じ
て
」

青
山
理
事
長
㊧
と
優
勝

し
た
伊
藤
社
長

晴天に恵まれた

大
き
な
声
援
が
ド
ー
ム
に

響
い
た

橋本社長

張
仁
和
会
長

古
池
支
部
長
㊧
と
優
勝

し
た
高
鍋
社
長

防
災
キ
ャ
ビ

嶋
尾
会
頭


